
PAE管理栄養⼠からみた

⾷物アレルギーとチーム医療
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PAE 管理栄養⼠の所属
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PAE管理栄養⼠分布図



0 5 10 15 20 25 30

１ PAE資格が⽣かした活動ができていた。
２ PAE資格が⼗分に⽣かされていない。

３活動の場がない。
４忙しくて活動ができていない。

５周囲にPAE不在で活動⽅法がわからない。
６異動などがあって関連業務から離れた。
７ PAEを取得すべきだったか疑問に思う。

７その他
産休で活動できていない。

ご⾃⾝のPAE活動の有無をお聞かせください。
（複数回答可 ｎ=41）



0 10 20 30 40

１職場での問題解決に役⽴った。
２医師を含むコメディカルとよい仕事ができた。

３患者さんや学⽣教育にフィードバックができている。
４⾃分の業務の質が向上した。

５講演や研修会を頼まれるようになった。
６学会のスキルアップ研修が充実し勉強ができている。

７給料や⼿当があがった。
８特になし。

９その他
⾃覚・責任感

全国でのつながりができた
指名で栄養指導ができるようになった

アレルギーに関係のない部署なので信頼につながる
アレルギーの勉強に集中できた

PAE資格取得をしてよかったことを教えてください（複数回答可 n=41)



0 5 10 15 20 25 30 35 40

１ 活動できる場や活動⽅法についてアドバイスがほしい。

２ 地域格差なく受講できるオンライン研修があるとよい。

３ 勉強になる研修会などの情報を定期的に流してほしい。

４ PAE同⼠が気軽に悩みや相談が話せる場があるとよい。

５ 更新⼿続きの条件を緩和してほしい。

６ PAEの認知度があがるとよい。

７ 上司の理解（施設外の講演や活かせる業務配置など）

８ PAEを活かした職場配置ができる体制があるとよい。

９ 診療報酬に反映できるように働きかけてほしい。

10 アレルギー関連の学会が多いので集約してほしい。

PAE資格を⽣かすために、学会に望むことを教えてください。
（複数回答可 n=41）



0 5 10 15 20 25 30 35

１特に気にならない。

２ PAEとの違いがわからない。

３ PAEとCAIの関係はどうなのかを知りたい。

４ PAEの資格制度の維持ができるのか⼼配。

５ CAIを取得すべきなのか知りたい。

６ CAIの情報が少ないので何とも⾔えない。

アレルギー疾患療養指導⼠（CAI）について感じていることを
教えて下さい。（複数回答可 n=41）



PAE管理栄養⼠ ⾃由意⾒

・職場の異動があった．成⼈を含めた更新があるとよい．

・関連学会・団体等との連携を深め、資格乱⽴とならないようにして欲しい．

・PAE（またはCAI）の管理栄養⼠配置を施設基準や、給⾷（代替⾷）には特別
加算の算定を

・アレルギーの診療が進んできたとはいっても、現実には正確な診断を受けて
いない⽅もいる．正しい知識が保護者にも広がるように願います．



1回260点
30分以上

外来栄養⾷事指導料の算定



栄養⾷事指導のオーダー

・離乳⾷が進まない

・除去⾷の作り⽅がわからない

・好き嫌いが多い

・保育園や学校の給⾷対応に不満がある

・経⼝免疫療法がうまく進まない etc・・





除去⾷を続けるにあたって

⼩⻨アレルギーだけど、餃⼦を⾷べたい！

料理教室・動画作成



給⾷対応を続けるにあたって

なんで対応をしてくれないの？



治療を続けていくにあたって

⾷物経⼝負荷試験 ゆで卵を⾷べたくない

経⼝免疫療法 ゆで卵を作りつづけるのが難しい
ゆで卵を⾷べつづけるのが難しい

⾷べ物の視点から考える
抵抗の少ない⾷べ物を選択する



・製品名：たまこな250

・卵タンパクを250mg含む
15分以上ゆでたゆで卵（全卵）約2g 卵⽩として1.3g 全卵1/32-1/26個に相当

・リンゴジュースやお粥に混ぜて摂取

定量できる加熱全卵粉末で ごく微量から
（研究代表⾼槻病院⼩児科 榎本真宏先⽣ 神⼾医療産業都市機構助成）





離乳⾷・⾷事内容・⾷事量・
嗜好・給⾷対応など

外来栄養⾷事指導
（PAE管理栄養⼠）

スキンケア指導
喘息吸⼊指導・服薬指導など

（PAE薬剤師）

⾷物アレルギーの診断後

⾷物アレルギーの診断

⾷物経⼝負荷試験・⼊院時栄養⾷事指導（PAE管理栄養⼠）

医師へのフィードバック



若⼿の先⽣が外来⾒学や勉強会に誘ってくださることで、
管理栄養⼠や看護師が興味をもってPAEを⽬指す



⾷物アレルギーは，すべてのライフステージの⾷のQOLに影響する
重要な疾患です．

管理栄養⼠であれば，

専⾨知識と対応技術を⽣かしてインクルーシブな世の中に寄与

ぜひ活⽤してください．


